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市民や子ども達による多摩川流域一斉水質調査
についての新たな展開

美しい多摩川フォーラム

環境清流部会長 渡邉 勇

１．はじめに

多摩川は、山梨県笠取山を水源とし、山梨県、東京都、神奈川県をまたがって、東京湾へと注ぐ一級河

川である。全長138km、流域面積1240km2、流域人口約425万人で代表的な都市河川の１つである。

多摩川は、昭和30年代後半から都市の過密化現象が急激に進行し、生活排水や工場廃水による水質汚濁

が問題となった。その後、水質汚濁防止法による排水基準の遵守、環境基本法による水質汚濁にかかわる

環境基準、下水の完備により現在は国土交通省や東京都環境局によって定期的に多摩川の水質調査がなさ

れており、その水質は当時から比べると大幅に改善されていることが報告されている。2014年6月13日の東

京新聞朝刊によると「東京都は2014年6月12日に東京湾から多摩川へのアユの遡上を541万尾と推定し、4年

連続で500万尾を超えた。多摩川や東京湾の水質、産卵環境がともに改善している」と発表した記事が掲載

された。しかし、多摩川の流域住民にとって水質がどの程度改善しているのかが実感として捉えられてい

ないように思われる。

美しい多摩川フォーラムは、2008年6月より2012年6月までの5回の多摩川一斉水質調査において、多摩川

流域の市民や子ども達と共に多摩川の上流から下流までの75地点（当初は55地点）における気温、水温、

化学的酸素要求量（ＣＯＤＭｎ）を測定してきた。その結果を多摩川流域水質マップ※１、※２にして、多摩川

流域における小中学校、行政及び団体に配付し、多摩川の水質状況についての情報を発信してきた。

本研究は、2013～2014年度において有機物による水質汚濁の指標であるＣＯＤＭｎに、無機イオンの総量

の指標である電気伝導率と生活排水に多く含まれる硝酸態窒素、リン酸態リンの定量を追加し、「身近な

水環境の全国一斉調査」と共に連携して、多摩川の水質状況を把握するためのシステムを構築することを

研究の目的とした。特に、窒素、リンは東京湾の赤潮、青潮の原因物質である重要な水質項目である。以

上の水質調査にあたって正確なデータを出すための測定器は、市民や子ども達でも簡単に測定できるデジ

タル式の測定器を用いることにした。また、調査の基礎知識が重要であり、例えば、河川水の採水方法、

現地における気温、水温、臭いなどの測定法やスキルなどが必要になる。また測定結果の意味を理解する

ことも重要である。以上のようなことから水質調査について、市民や子ども達に分かりやすいイラスト入

りのテキスト（身近な水の調べかた）を作成した。

このような活動を通して、多摩川流域の市民や子ども達は多摩川の水質状況を知り、水循環に関心を持

ち、地域に活きた親しめる川の復活を目指す活動に取り組むことが出来るものと考えられる。

２．水質調査方法

2.1 水質調査地点

水質調査で最も大切なことは、サンプルをどこで採水したかである。既に、美しい多摩川フォーラムで

は2008年6月から多摩川の最上流である「1.丹波山村役場東」から「75.0Km地点羽田側」までの75地点（当

初は55地点）における気温、水温、ＣＯＤＭｎの一斉水質調査を実施してきた。そこで、本研究でもこの75

地点の試料を提供していただき、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リンを測定した。しかし、75地点の

現地の状況が全く分かっていないことから2013年に現地調査をする事とした。「1.丹波山村役場東」から

「75.0Km地点羽田側」の現地に行き、緯度・経度を測定し、グーグルマップ上に採水地点と現地の写真を

貼り付けることとした。

※１ 図7.1(p36)2013年6月2日多摩川流域のＣＯＤＭｎに関する水質マップを参照してください。

※２ 図7.2(p37)2014年6月22日多摩川流域のＣＯＤＭｎに関する水質マップを参照してください。
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2.2 水質調査月日

環境基本法で６月５日は「環境の日」、また国連の「世界環境デー」と定められている。「身近な水

環境の全国一斉調査」は「環境の日」、「世界環境デー」にちなんで６月初旬の身近な水環境を調査し、

実態を把握することは、環境保全に関する意識を高めることにつながるとしている。

以上の理由から美しい多摩川フォーラムは、2008年から毎年行われている「身近な水環境の全国一斉

調査」に合わせてと6月初旬に多摩川水質一斉調査を実施する事とした。本研究の調査日である2013年は

6月2・8日に行い、2014年は6月8日の予定であったが前々日からの大雨で6月21・22日に延期した。

2.3 水質測定方法

水質測定項目は気温、水温、ＣＯＤＭｎ、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リンの６項目を測定する。

また、ＣＯＤＭｎ、硝酸態窒素、リン酸態リン濃度が高いところは、アンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素

を測定することとした。

2.3.1 水質測定項目

1) 気温 ：ガラス棒状温度計の50度温度計で測定する。

2) 水温 ：ガラス棒状温度計の50度温度計で測定する。

3) ＣＯＤＭｎ ：共立理化学研究所製パックテストＣＯＤＭｎ

(0～8mg/L)を用いて測定する。

4) 電気伝導率：東亜ディーケーケー（株）製 ポータブル電気伝導率計（CM-31P型）

測定範囲 0.1mS/m～10S/m

東亜ディーケーケー（株）製 電気伝導率計（CM-25R型）

測定範囲 0.1mS/m～10S/m

図2.2 ポータブル電気伝導率計 図2.3 電気伝導率計（CM-25R型）

（CM-31P型）
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図2.1 ＣＯＤのパックテスト



5) 硝酸態窒素 ：共立理化学研究所製 デジタルパックテスト（硝酸態窒素）

測定原理：還元とナフチルエチレンジアミン吸光光度法で定量する。

測定範囲：0.2～5.8mg/L

- 4 -

図2.4 硝酸態窒素の測り方

硝酸態窒素のデジタルパックテストによる測り方※３

※３ 硝酸態窒素のデジタルパックテストによる測り方は、取扱説明書から引用した。

取扱説明書によると海水中の硝酸態窒素は、共存物質の影響により測定できない。

以上のような理由から多摩川の「73.味の素川崎工場」～「75.0Km地点羽田側」は、海水に

よる影響が考えられます。

注意：必ずパックテスト亜硝酸による測定で、亜硝酸の有無を確認してください。

以下は亜硝酸が存在しない場合の基本的な測定です。

亜硝酸が存在している場合は、次頁を参照し、適切な手順で測定してください。
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図2.6 硝酸態窒素測定における亜硝酸イオン共存時の測り方

硝酸態窒素、リン酸態

リン、アンモニウム態窒

素、亜硝酸態窒素の測定

には、各測定項目毎の左

図のようなデジタルパッ

クテストが必要である。

図2.5 デジタルパックテスト



6) リン酸態リン ：共立理化学研究所製 デジタルパックテスト（リン酸態リン）

測定原理：モリブデン青吸光光度法で定量する

測定範囲：0.03～1.00mg/L

リン酸態リンのデジタルパックテストによる測り方※４
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図2.7 リン酸態リンの測り方

※４ リン酸態リンのデジタルパックテストによる測り方は、取扱説明書から引用した。

取扱説明書によると海水中のリン酸態リンは、共存物質の影響により測定できない。

以上のような理由から多摩川の「73.味の素川崎工場」～「75.0Km地点羽田側」は、海水に

よる影響が考えられます。



7) アンモニウム態窒素：共立理化学研究所製 デジタルパックテスト（アンモニウム態窒素）

測定原理：インドフェノール青吸光光度法で定量する。

測定範囲：0.2～3.0mg/L
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図2.8 アンモニウム態窒素の測り方

アンモニウム態窒素のデジタルパックテストによる測り方※５

※５ アンモニウム態窒素のデジタルパックテストによる測り方は、取扱説明書から引用した。

取扱説明書によると海水中のアンモニウム態窒素は、共存物質の影響により測定できない。

以上のような理由から多摩川の「73.味の素川崎工場」～「75.0Km地点羽田側」は、海水による

影響が考えられます。



8) 亜硝酸態窒素 ：共立理化学研究所製 デジタルパックテスト（亜硝酸窒素）

測定原理：ナフチルエチレンジアミン吸光光度法で定量する。

測定範囲：0.01～0.25mg/L
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３．調査結果

3.1 多摩川一斉水質調査７５地点の現地調査

水質調査で最も大切なことは、サンプルをどこで採水したかである。多摩川一斉水質調査

をするための「1.丹波山村役場前」から「75.0Km地点羽田側」の現地に行き、緯度・経度を

測定し、グーグルマップ上に採水地点と現地の写真を貼り付けた。調査地点の緯度・経度は、

表3-1、表3-2に示す。

緯度・経度、調査地点の写真をグーグルマップに上に貼り付けたものを29頁にまとめた。

その内5頁と29頁を参考例として図3-1、図3-2に示す。

図2.9 亜硝酸態窒素の測り方

※６ 亜硝酸態窒素のデジタルパックテストによる測り方は、取扱説明書から引用した。

取扱説明書によると海水中の亜硝酸態窒素は、共存物質の影響はない。

亜硝酸態窒素のデジタルパックテストによる測り方※６
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表3.1 多摩川一斉水質調査地点の緯度・経度
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表3.2 多摩川一斉水質調査地点の緯度・経度
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図3.1 多摩川一斉水質調査地点参考例
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図3.2 多摩川一斉水質調査地点参考例



3.2 多摩川一斉水質調査の結果

3.2.1 試料の採水日及び採水地点・検査会場

2013年6月2日（土）、8日（日）

6月2日（日）は「1.丹波山村役場前」から「60.中央橋下」までの60地点、6月8日（日）は「61.

石田大橋東」から「75.0Km地点羽田側」の15地点における気温、水温を記録し、河川水を採水して

検査会場（青梅信用金庫）でＣＯＤＭｎ、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リン、アンモニウム態

窒素、亜硝酸態窒素の測定を行った。 採水にかかわった人数は約100名、水質測定者は約37名でし

た。

2014年6月21日（土）、22日（日）

6月21(土)は「61.石田大橋東」から「75.0Km地点羽田側」までの15地点、6月22日（日）は、「1.

丹波山村役場前」から「60.中央橋下」の60地点における気温、水温を記録紙し、河川水を採水して

検査会場（青梅信用金庫）でＣＯＤＭｎ、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リン、アンモニウム態

窒素、亜硝酸態窒素の測定を行った。

採水にかかわった人数は約100名、水質測定者は約28名でした。
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青梅信用金庫本店１階にて、ＣＯＤＭｎ、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リン、アンモニウム態

窒素、亜硝酸態窒素を測定している様子

「多摩川一斉水質調査」にお

いて家族で河川水を採水して

いる様子

青梅信用金庫本店１階にて、ＣＯＤＭｎ、電気伝導率、硝酸態窒素、

リン酸態リン、亜硝酸態窒素、アンモニウム態窒素を測定してい

る様子



3.2.2 多摩川河川水の水質測定結果

1)化学的酸素要求量（ＣＯＤＭｎ）の測定結果

⦿ 2013年の多摩川本川（53地点）におけるＣＯＤＭｎの測定結果を下図に示す。

- 14 -

図3.3は、2013年における多摩川本川53地点のＣＯＤＭｎ値をグラフ化したものである。多摩川上流の「1.

丹波山村役場東」～「45.JR八高線鉄橋下」までは、ＣＯＤＭｎ0～2mg/Lと良好な水質（ＣＯＤＭｎとして）で

ある。「46.昭和くじら公園」より急激に上昇して「47.多摩大橋下」でＣＯＤＭｎ値7mg/Lを示し、さらに下

流に行くにつれて8mg/L前後を示すようになる。このようにＣＯＤＭｎ値が高い値を示すのは、多摩川上流水

再生センター（2012年度の放流水のCODＭｎは8mg/L ）、八王子水再生センター（2012年度の放流水のCODＭｎは

9mg/L ）、浅川水再生センター、北多摩二号水再生センター、南多摩水再生センター、北多摩一号水再生セ

ンターの流域下水道、さらに市独自の下水処理場として北野下水処理場、錦町下水処理場、三鷹東部下水処

理場、とどろき水処理センターから多摩川に下水処理水が放流されるためと考えられる。

ＣＯＤＭｎの測定範囲は1～8mg/Lで、今回の測定データでＣＯＤＭｎ8mg/Lの場合はＣＯＤＭｎ8mg/Lか、又は、

それ以上であることを意味している。

2013年における多摩川本川及び支川のＣＯＤＭｎに関する水質マップを図7.1(p36)に示す。

1.丹波山村役場東 24.玉堂美術館 35.宮ノ下運動公園 46.昭和くじら公園 66.東名自動車道下

2.保之瀬 25.寒山寺（沢井） 36.羽村堰堤 47.多摩大橋下 68.平瀬川合流点上流

3.留浦 26.喜久松苑下（柚木） 37.永田橋（福生） 48.多摩大橋東 69.第３京浜下

16.氷川キャンプ場 27.吉川英治記念館下 38.中央公園 49.立川市多摩川図書館前 70.第３京浜下流（渡し船下流）

17.白丸ダム 28.山野草うめがた園下 39.平井川と多摩川合流地点 51.日野橋 71.丸子橋下水処理出口下流側

18.鳩ノ巣バンガロー 29.神代橋下（日向和田） 40.福生南公園 52.中央高速下 72.古市場鉄塔脇

19.寸庭（古里） 30.畑中市営住宅下 41.福生団地南 61.石田大橋東 73.味の素川崎工場

20.川井キャンプ場 31.釜の淵公園 42.熊川団地下 62.府中四谷庭球場下 74.大師橋下川崎側

21.尾崎（川井） 32.下奥多摩橋下 43.啓明学園下 63.是政橋稲城市側下 75.0Km地点 羽田側

22.奥多摩フィッシングセンター 33.青梅市民球場 44.国道16号拝島橋下 64.多摩川原橋下

23.多摩川第三発電所 34.リバーサイドゴルフパーク 45.JR八高線鉄橋下 65.水神前信号下

図3.3 多摩川本川のＣＯＤＭｎ(2013.6.2・8)
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図3.4は2014年における多摩川本川53地点のＣＯＤＭｎ値をグラフ化したものである。6月21日の前々日か

ら大雨で、水量が多く2013年の調査状況とは大きく異なっている。2013年は、「1.丹波山村役場東」から

「45.JR八高線鉄橋下」までは、ＣＯＤＭｎ値0～2mg/Lときれいな水質（ＣＯＤＭｎ値として）であった。

しかし、2014年は図3.4が示すように最上流の「1.丹波山村役場東」のＣＯＤＭｎ値が7mg/Lとかなり高く、

「2.保之瀬」で0mg/L、「16.氷川キャンプ場」で3mg/L、「18.鳩ノ巣バンガロー・19.寸庭」は0mg/Lとか

なり変動が大きい。通常では考えられない水質の状況である。考えられることは、大雨によって山林の腐

植有機物が流れ込んだか又は生活排水が流れ込んだものと考えられる。「47.多摩大橋」から下流は下水処

理水が流入するためＣＯＤＭｎ値が高くなっている。所々低い値を示しているところは、支川によりきれい

な水が大量に流入しているものと考えられる。今後、このような大雨の時の水質状況をよく観察していく

ことが重要である。

今回用いたＣＯＤＭｎの測定法の測定濃度範囲（p3参照）は1～8mg/Lであるので、今回の測定データで

ＣＯＤＭｎ8mg/Lの場合は、その値が8mg/Lか、それ以上であることを意味している。

2014年における多摩川本川及び支川のＣＯＤＭｎに関する水質マップを図7.2(p37)に示す。

⦿ 2014年の多摩川本川（53地点）によるＣＯＤＭｎの測定結果を下図に示す。

1.丹波山村役場東 24.玉堂美術館 35.宮ノ下運動公園 46.昭和くじら公園 66.東名自動車道下

2.保之瀬 25.寒山寺（沢井） 36.羽村堰堤 47.多摩大橋下 68.平瀬川合流点上流

3.留浦 26.喜久松苑下（柚木） 37.永田橋（福生） 48.多摩大橋東 69.第３京浜下

16.氷川キャンプ場 27.吉川英治記念館下 38.中央公園 49.立川市多摩川図書館前 70.第３京浜下流（渡し船下流）

17.白丸ダム 28.山野草うめがた園下 39.平井川と多摩川合流地点 51.日野橋 71.丸子橋下水処理出口下流側

18.鳩ノ巣バンガロー 29.神代橋下（日向和田） 40.福生南公園 52.中央高速下 72.古市場鉄塔脇

19.寸庭（古里） 30.畑中市営住宅下 41.福生団地南 61.石田大橋東 73.味の素川崎工場

20.川井キャンプ場 31.釜の淵公園 42.熊川団地下 62.府中四谷庭球場下 74.大師橋下川崎側

21.尾崎（川井） 32.下奥多摩橋下 43.啓明学園下 63.是政橋稲城市側下 75.0Km地点 羽田側

22.奥多摩フィッシングセンター 33.青梅市民球場 44.国道16号拝島橋下 64.多摩川原橋下

23.多摩川第三発電所 34.リバーサイドゴルフパーク 45.JR八高線鉄橋下 65.水神前信号下

図3.4 多摩川本川のＣＯＤＭｎ(2014.6.21・22)
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4.小菅フィッシングヴィレッジ 12.大丹波国際マス釣場 57.山田グランド

5.小菅村役場下 13.民宿「熊沢」前 58.圏央道あきる野インター上流

6.家入沢付近 14.高水山入口 59.狭山池公園

7.女夫橋付近 15.奥沢橋 60.中央橋下

8.海沢川（アメリカキャンプ村内） 53.日の出町役場下 50.残堀川と多摩川合流手前

9.寸庭川（寸庭橋上流） 54.岩井院下 67.東名自動車道下 湧水

10.入川橋付近 55.落合橋

11.百軒茶屋 56.秋川橋河川公園

小菅川 日原川 大丹波川 平溝川 平井川 秋 川

残堀川

図3.5は、2013年と2014年における多摩川支川（22地点）のＣＯＤＭｎ値をグラフ化したものである。

2013年のＣＯＤＭｎ値は、「残堀川」と「67.東名自動車道下湧水」以外 0～2mg/L以下と良好な水質（Ｃ

ＯＤＭｎとして）である。「残堀川」は、今後の推移を見ていきたい。2013年の「67.東名自動車道下湧水」

は、湧水にしてはＣＯＤＭｎ値が少し高いように思われる。

2014年のＣＯＤＭｎ値は、2013年と比較して高めである。これは、多摩川本川と同じような傾向が見られ、

大雨によって山林の腐植有機物が流れ込んだか又は生活排水が流れ込んだものと考えられる。しかし、

「残堀川」は、大雨によって大量の水で希釈されＣＯＤＭｎ値が下がったものと考えられる。また、「67.

東名自動車道下湧水」も同様に考えられる。
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⦿ 2013年と2014年の多摩川支川（22地点）におけるＣＯＤＭｎの測定結果を下図に示す。

図3.5 多摩川支川のＣＯＤＭｎ(2013.6.2・8、2014.6.21・22)
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図3.6は、2013年と2014年における多摩川本川の電気伝導率の測定結果をグラフ化したものである。2013

年と2014年を比較すると2013年の「39.平井川と多摩川合流地点」を除いて「1.丹波山村役場東」から「46.

昭島くじら公園」の電気伝導率は、ほぼ同じ傾向を示している。しかし、「47.多摩大橋下」から「71.丸

子橋下水処理場出口下流側」間において2013年と2014年を比較すると2014年は2013年より10～20mS/mぐら

い低くなっている。これは、2014年の水質調査日の前々日から大雨で上流の無機イオンの少ない河川水で

希釈されたためと考えられる。「1.丹波山村役場東」～「3.留浦」の電気伝導率は10mS/m以下とかなり低

い値を示した。「16.氷川キャンプ場」の電気伝導率が12mS/mと高くなるのは、日原川（鍾乳洞などの石灰

岩から溶解したカルシウムイオン）の河川水が流入したためと考えられる。「17.白丸ダム」～「41.福生

団地南」の電気伝導率は、10mS/m前後と比較的低い値を示し、良好な水質（無機イオンが少ない）である

と言える。「41.福生団地南」から「46.昭島くじら公園」の電気伝導率は徐々に上昇しており、多少の生

活排水が混入しているものと考えられる。「47.多摩大橋下」の電気伝導率44mS/mと急激に上昇しているの

は、多摩川上流水再生センター、八王子水再生センターからの下水処理水（下水処理水にはナトリウムイ

オン、カリウムイオン、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、塩化物イオン、硝酸イオン、硫酸イオ

ン、炭酸イオン等が含まれている）が流入したためと考えられる。

2) 電気伝導率（ＥＣ）の測定結果

⦿ 2013年と2014年の多摩川本川（53地点）における電気伝導率の測定結果を下図に示す。

1.丹波山村役場東 24.玉堂美術館 35.宮ノ下運動公園 46.昭和くじら公園 66.東名自動車道下

2.保之瀬 25.寒山寺（沢井） 36.羽村堰堤 47.多摩大橋下 68.平瀬川合流点上流

3.留浦 26.喜久松苑下（柚木） 37.永田橋（福生） 48.多摩大橋東 69.第３京浜下

16.氷川キャンプ場 27.吉川英治記念館下 38.中央公園 49.立川市多摩川図書館前 70.第３京浜下流（渡し船下流）

17.白丸ダム 28.山野草うめがた園下 39.平井川と多摩川合流地点 51.日野橋 71.丸子橋下水処理出口下流側

18.鳩ノ巣バンガロー 29.神代橋下（日向和田） 40.福生南公園 52.中央高速下 72.古市場鉄塔脇

19.寸庭（古里） 30.畑中市営住宅下 41.福生団地南 61.石田大橋東 73.味の素川崎工場

20.川井キャンプ場 31.釜の淵公園 42.熊川団地下 62.府中四谷庭球場下 74.大師橋下川崎側

21.尾崎（川井） 32.下奥多摩橋下 43.啓明学園下 63.是政橋稲城市側下 75.0Km地点 羽田側

22.奥多摩フィッシングセンター 33.青梅市民球場 44.国道16号拝島橋下 64.多摩川原橋下

23.多摩川第三発電所 34.リバーサイドゴルフパーク 45.JR八高線鉄橋下 65.水神前信号下

図3.6 多摩川本川の電気伝導率（2013.6.2・8、2014.6.21・22）

採水地点 2013 EC 2014 EC

72.東古市場鉄塔脇 683 28

73.味の素川崎工場 1625 303

74.大師橋川崎側 1257 672

75.０Ｋｍ地点羽田側 1195 1040
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小菅川 日原川
大丹波川

平溝川

平井川

秋 川

残堀川

さらに、「47.多摩大橋下」から「71.丸子橋下水処理出口下流側」における2013年の電気伝導率は34～53

mS/m、2014年は21～42mS/mと高い値を示すのは、多摩川上流水再生センター、八王子水再生センター、浅川

水再生センター、北多摩二号水再生センター、南多摩水再生センター、北多摩一号水再生センターなどの流

域下水道と市独自の下水処理場として北野下水処理場、錦町下水処理場、三鷹東部下水処理場、とどろき水

処理センターから多摩川に下水処理水が放流されるためと考えられる。

2013年6月2日の「72.古市場鉄塔脇」における電気伝導率が683mS/mと言う高い値を示すのは、東京湾から

海水が流入する汽水域と考えられる。さらに下流に行くにつれて電気伝導率が大きくなっている。2014年6月

21日の前々日からの雨により、電気伝導率の低い水が増水したことから2013年の「72.古市場鉄塔脇」より下

流の「73.味の素川崎工場」あたりから海水が流入している。

以上の結果から電気伝導率を測定することにより、地質による水質への影響、生活排水、下水処理水、海

水が流入しているところが明確に確認出来ることが分かった。

4.小菅フィッシングヴィレッジ 12.大丹波国際マス釣場 57.山田グランド

5.小菅村役場下 13.民宿「熊沢」前 58.圏央道あきる野インター上流

6.家入沢付近 14.高水山入口 59.狭山池公園

7.女夫橋付近 15.奥沢橋 60.中央橋下

8.海沢川（アメリカキャンプ村内） 53.日の出町役場下 50.残堀川と多摩川合流手前

9.寸庭川（寸庭橋上流） 54.岩井院下 67.東名自動車道下 湧水

10.入川橋付近 55.落合橋

11.百軒茶屋 56.秋川橋河川公園

図3.7は、2013年と2014年における多摩川支川（22地点）の電気伝導率測定結果をグラフ化したものである。

2013年と2014年を比較すると「9.寸庭川」、「59.狭山公園」、「50.残堀川と多摩川合流手前」を除いて、

ＣＯＤＭｎとは異なり、2014年の電気伝導率（無機イオンの総量としての指標）の方が多少低くなっている。

これは、大雨によって希釈されたものと考えられる。平井川と残堀川は、他の支川より電気伝導率が高くなっ

ている。67.東名自動車道下湧水の電気伝導率も他の支川と比較して高くなっている。今後その原因を検討し

ていきたい。

2013年の多摩川本川及び支川の電気伝導率に関する水質マップを図7.4（p39）に示す。
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⦿ 2013年と2014年の多摩川支川（22地点）における電気伝導率の測定結果を下図に示す。

図3.7 多摩川支川の電気伝導率(2013.6.2・8、2014.6.21・22)



3) 硝酸態窒素（ＮＯ３
－－Ｎ）の測定結果

⦿ 硝酸態窒素のデジタルパックテストによる繰り替えし精度

2014年6月22日に「47.多摩大橋下」で採取した試料をデジタルパックテストでくり返し５回測定し、

その標準偏差と変動係数を計算した。

繰り返し５回の測定結果：3.7, 3.7, 3.6, 3.8, 3.7

表3.3 平均と分散・標準偏差の計算

変動係数ＣＶ％＝ｓ／

2014年6月21日に「69.第三京浜下」で採取した試料をデジタルパックテストでくり返し５回測定し、

その標準偏差と変動係数を計算した。

繰り返し５回の測定結果：4.4, 4.3, 4.4, 4.5, 4.5

表3.4 平均と分散・標準偏差の計算

変動係数ＣＶ％＝ｓ／

分析化学では、測定値のバラツキを見るのにしばしばＣＶ％を使う。5％以下であれば、その測定値

は概ね信用して良いと判断され、10％を超えるときはバラツキが大きいと判断される。

今回「47.多摩大橋下」と「69.第三京浜下」で採取した試料の５回繰り返し測定値による変動係数が

1.9％、2.0％と5％以下であることからデジタルパックテストによる分析方法は精度が良好であると判

断できます。
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測定繰り返し数
硝酸態窒素 偏差 偏差の２乗＝分散

１ 3.7 0.0 0.0

２ 3.7 0.0 0.0

３ 3.6 -0.1 0.01

４ 3.8 0.1 0.01

５ 3.7 0.0 0.0

合計
18.5

゠3.7
0.0 Ｓ= 0.02

(mg/L) ＝ 3.7

＝ 0.02

＝0.07

測定繰り返し数
硝酸態窒素 偏差 偏差の２乗＝分散

１ 4.4 0.0 0.00

２ 4.3 -0.1 0.01

３ 4.4 0.0 0.00

４ 4.5 0.1 0.01

５ 4.5 0.1 0.01

合計
22.1

゠4.4
0.1 Ｓ= 0.03

＝ 4.4

＝ 0.03

＝ 0.09

×100 ＝(0.07／3.7)×100 ＝ 1.9 %

×100 ＝(0.09／4.4)×100 ＝ 2.0 %

(mg/L)



図3.8は、2013年と2014年の多摩川本川における硝酸態窒素の測定結果をグラフ化したものである。2013年6月2

日のデータで「39.平井川と多摩川合流地点」を除き、「1.丹波山村役場東」～「46.昭和くじら公園」までの硝

酸態窒素は、0.5mg/L前後で1mg/L以下にあり、水質（硝酸態窒素として）は良好な状態である。しかし、多摩川

上流水再生センター、八王子水再生センターの下水処理水が流入する「47.多摩大橋下」では、一気に6mg/Lと上

昇し高い値を示した。「47.多摩大橋下」～「70.第３京浜下流」は、多摩川流域の流域下水道、市独自の下水処

理場からの下水処理水の流入により3.7～6.0mg/Lと高い値を示すものと考えられる。しかし、「71.丸子橋下水処

理出口下流側」にもかかわらず0mg/Lになっている。このことは、「図3.9 水中での窒素化合物の変化」が示すよ

うに、水中の窒素化合物は、その溶存酸素濃度によりアンモニウムイオン、亜硝酸イオン、硝酸イオンと、周囲

の環境によってその形態が変化する。そこでアンモニウム態窒素を測定したところ5mg/Lであった。つまりその地

点の水質が、酸素が少ない還元状態のため、アンモニウムイオンになっているものと考えらる。アンモニアは魚

にとって大変有毒な物質であり、水質としては大変悪い状態である。「72.古市場鉄塔脇」～「75.0Km地点羽田側」

の硝酸態窒素は、海水（多摩川河口沖上層の全窒素0.86mg/L※７）が流入する事により希釈され1mg/Lを示すもの

と考えられる。

※７：2012年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果 編集・発行 東京都環境局自然環境部水環境課

p.113
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1.丹波山村役場東 24.玉堂美術館 35.宮ノ下運動公園 46.昭和くじら公園 66.東名自動車道下

2.保之瀬 25.寒山寺（沢井） 36.羽村堰堤 47.多摩大橋下 68.平瀬川合流点上流

3.留浦 26.喜久松苑下（柚木） 37.永田橋（福生） 48.多摩大橋東 69.第３京浜下

16.氷川キャンプ場 27.吉川英治記念館下 38.中央公園 49.立川市多摩川図書館前 70.第３京浜下流（渡し船下流）

17.白丸ダム 28.山野草うめがた園下 39.平井川と多摩川合流地点 51.日野橋 71.丸子橋下水処理出口下流側

18.鳩ノ巣バンガロー 29.神代橋下（日向和田） 40.福生南公園 52.中央高速下 72.古市場鉄塔脇

19.寸庭（古里） 30.畑中市営住宅下 41.福生団地南 61.石田大橋東 73.味の素川崎工場

20.川井キャンプ場 31.釜の淵公園 42.熊川団地下 62.府中四谷庭球場下 74.大師橋下川崎側

21.尾崎（川井） 32.下奥多摩橋下 43.啓明学園下 63.是政橋稲城市側下 75.0Km地点 羽田側

22.奥多摩フィッシングセンター 33.青梅市民球場 44.国道16号拝島橋下 64.多摩川原橋下

23.多摩川第三発電所 34.リバーサイドゴルフパーク 45.JR八高線鉄橋下 65.水神前信号下

⦿ 2013年と2014年の多摩川本川（53地点）における硝酸態窒素の測定結果を下図に示す。

図3.8 多摩川本川の硝酸態窒素(2013.6.2・8、2014.6.21・22)
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図3.9 水中での窒素化合物の変化

2014年の測定結果は、雨が多かったことから雨水による希釈で低い値を予想したが、「16.氷川キャン

プ場」から「46.昭和くじら公園」までは、2013年6月2日よりもわずかに高い値を示した。これは、山林

における木の葉の腐植有機物又は生活排水の混入とも考えられる。「47.多摩大橋下」から「75.０Ｋｍ地

点 羽田側」までは2013年の結果と同様に下水処理場からの下水処理水による影響と考えられる。

しかし、「71.丸子橋下水処理出口下流側」は、硝酸態窒素が14.1mg/Lとかなり高い値を示した。2012

年度の多摩川上流水再生センターの全窒素9.0mg/L、八王子水再生センター放流水の全窒素12mg/L等から

考えて、2014年における「71.丸子橋下水処理出口下流側」の水質は酸素が比較的多く、亜硝酸イオン、

硝酸イオンになっているものと考えられる。
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小菅川 日原川
大丹波川 平溝川 平井川 秋 川

残堀川

図3.10 多摩川支川の硝酸態窒素(2013.6.2・8、2014.6.21・22)

4.小菅フィッシングヴィレッジ 12.大丹波国際マス釣場 57.山田グランド

5.小菅村役場下 13.民宿「熊沢」前 58.圏央道あきる野インター上流

6.家入沢付近 14.高水山入口 59.狭山池公園

7.女夫橋付近 15.奥沢橋 60.中央橋下

8.海沢川（アメリカキャンプ村内） 53.日の出町役場下 50.残堀川と多摩川合流手前

9.寸庭川（寸庭橋上流） 54.岩井院下 67.東名自動車道下 湧水

10.入川橋付近 55.落合橋

11.百軒茶屋 56.秋川橋河川公園

図3.10は、2013年と2014年における多摩川支川の硝酸態窒素測定結果をグラフ化したものである。残堀

川、67.東名自動車道下湧水以外、2013年と2014年の硝酸態窒素は、1～2mg/L以下と良好な水質（硝酸態

窒素として）である。残堀川は、2013年の硝酸態窒素がほぼ0～1mg/Lで、ＣＯＤＭｎ（3～8mg/L以上）、

電気伝導率（15～35mS/m）が比較的高いことから溶存酸素が低くなっている可能性があり、アンモニウム

イオンになっていると考えられる。2014年は、水質調査の前々日から大雨のため増水し、溶存酸素が高い

状態になっているため硝酸イオンになっていたと考えられる。67.東名自動車道下湧水の硝酸態窒素は、

少し高めである。

2013年、2014年の多摩川本川及び支川の硝酸態窒素に関する水質マップを図7.4（p39）に示す。

東
名
自
動
車
道
下
湧
水

海
沢
川
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⦿ 2013年と2014年の多摩川支川（22地点）における硝酸態窒素の測定結果を下図に示す。



4) リン酸態リン（ＰＯ４
３－－Ｐ）の測定結果

⦿ リン酸態リンのデジタルパックテストによる繰り替えし精度

2014年6月21日に「69.第三京浜下」で採取した試料をデジタルパックテストでくり返し５回測定し、

その標準偏差と変動係数を計算した。

繰り返し５回の測定結果：0.21,0.21,0.21,0.22,0.20,

表3.5 平均と分散・標準偏差の計算
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測定繰り返し数
硝酸態窒素 偏差 偏差の２乗＝分散

１ 0.21 0.0 0.0

２ 0.21 0.0 0.0

３ 0.21 0.0 0.0

４ 0.22 0.01 0.0001

５ 0.20 -0.01 0.0001

合計
1.05

゠0.21
0.00 Ｓ= 0.0002

＝ 0.21

＝ 0.0002

＝ 0.007

×100 ＝(0.007／0.21)×100 ＝ 3 %変動係数ＣＶ％＝ｓ／

(mg/L)

今回「69.第三京浜下」で採取した試料を５回繰り返し測定値した変動係数が３％でした。５％

以下であることからデジタルパックテストによる分析方法は精度が良好であると判断できます
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図3.11は、多摩川本線のリン酸態リンの測定結果をグラフ化したものである。この結果から「1.丹波山

村役場東」～「46.昭和くじら公園」は、リン酸態リン測定器（デジタルパックテスト）の測定限界値0.03

mg/L未満を示し、良好な水質（リン酸態りんとして）である。しかし、硝酸態窒素同様、「47.多摩川大橋

下」～「75.０kｍ地点羽田側」は、流域下水道、市独自の下水処理場からの下水処理水の流入によりリン

酸態リンが高い値を示している。特に、2013年の「47.多摩大橋下」～「75.０kｍ地点羽田側」までのデー

ターによると0.19～0.96mg/Lとかなり高い値である。特に、「71.丸子橋下水処理出口下流側」は0.96mg/L

と最も高い値を示した。2014年は、「46.昭和くじら公園」から高い値を示し、特に、「51.日野橋」0.64

mg/L、「71.丸子橋下水処理出口下流側」0.85mg/Lが最も高い値を示した。

「71.丸子橋下水処理出口下流側」は、多摩川上流水再生センターにおける放流水の全リン1.1mg/Lから

考えて、下水処理水そのものであると考えられる。

1.丹波山村役場東 24.玉堂美術館 35.宮ノ下運動公園 46.昭和くじら公園 66.東名自動車道下

2.保之瀬 25.寒山寺（沢井） 36.羽村堰堤 47.多摩大橋下 68.平瀬川合流点上流

3.留浦 26.喜久松苑下（柚木） 37.永田橋（福生） 48.多摩大橋東 69.第３京浜下

16.氷川キャンプ場 27.吉川英治記念館下 38.中央公園 49.立川市多摩川図書館前 70.第３京浜下流（渡し船下流）

17.白丸ダム 28.山野草うめがた園下 39.平井川と多摩川合流地点 51.日野橋 71.丸子橋下水処理出口下流側

18.鳩ノ巣バンガロー 29.神代橋下（日向和田） 40.福生南公園 52.中央高速下 72.古市場鉄塔脇

19.寸庭（古里） 30.畑中市営住宅下 41.福生団地南 61.石田大橋東 73.味の素川崎工場

20.川井キャンプ場 31.釜の淵公園 42.熊川団地下 62.府中四谷庭球場下 74.大師橋下川崎側

21.尾崎（川井） 32.下奥多摩橋下 43.啓明学園下 63.是政橋稲城市側下 75.0Km地点 羽田側

22.奥多摩フィッシングセンター 33.青梅市民球場 44.国道16号拝島橋下 64.多摩川原橋下

23.多摩川第三発電所 34.リバーサイドゴルフパーク 45.JR八高線鉄橋下 65.水神前信号下

⦿ 2013年と2014年の多摩川支川（53地点）におけるリン酸態リンの測定結果を下図に示す。

図3.11 多摩川支川のリン酸態リン(2013.6.2・8、2014.6.21・22)



４．考 察

この調査は、高度な分析機器を用いて分析のプロが調査するものではない。多摩川流域の市民や子ども達

が、川などで身近な環境を自ら調べ、考え、保全・修復するためのきっかけとするものでである。簡単な

測定器を用いて誰でもできる水質調査なので、出来るだけ多くの方々に参加していただきたいと考えてい

る。

4.1 多摩川一斉水質調査75地点

水質調査するための採水地点を確認し、グーグルマップ上に緯度・経度を決定しておくことは、毎年水

質調査した結果を比較検討する際に重要である。また、東京都や国土交通省による多摩川本川の水質調査

地点は１４ヵ所となっているが、美しい多摩川フォーラムによる多摩川本川の水質調査地点は、５３ヵ所

と３倍の地点を調査している。そのことから水質に関するより多くの情報が得られ、多摩川流域の住民が

多摩川の水環境について考えるきっかけとなる。

4.2 多摩川河川水の水質調査結果の考察

水質調査結果を考察するに当たり、図7.3「多摩川の水環境」(p.38)を参考にしていただくことをお勧め

する。

4.2.1 化学的酸素要求量（ＣＯＤＭｎ）の測定結果

2013年6月2・8日における多摩川本川の「1.丹波山村

役場前」から「45.JR八高線鉄橋下」までは、ＣＯＤＭｎ

2mg/L以下と良好な水質である。しかし、多摩川上流水

再生センター、八王子水再生センターからの下水処理

水が流入する「47.多摩川大橋下」から急激にＣＯＤＭｎ

値が4～8mg/Lと高い値を示すようになる。このような

水質の悪化は、表4.1に示すように下水処理場からの放

流水がＣＯＤＭｎ8,12mg/Lであることから理解される。

2014年6月21・22日における多摩川本川のＣＯＤＭｎ値は6月21日の前々日から大雨で水量も多く、2013年

の調査状況とは大きく異なっている。2014年は図3.4が示すように最上流の「1.丹波山村役場前」のＣＯＤ

Ｍｎ値が7mg/Lと高く、「2.保之瀬」で0mg/Lと変動が大きい。通常では考えられない水質である。考えられ

ることは、大雨によって山林の腐植有機物が流れ込んだか又は生活排水が流れ込んだものと考えられる。

一般的に、大雨により水量が増し、希釈されてＣＯＤＭｎ値が下がるものと予想していましたが、予想とは

異なる結果となった。今後、このような大雨の時の水質状況をよく観察していくことが重要であることが

分かった。

2013年6月2日における多摩川支川のＣＯＤＭｎ値は、「残堀川」と「67.東名自動車道下湧水」以外 0～2

mg/L以下と良好な水質（ＣＯＤＭｎとして）である。2014年6月22日のＣＯＤＭｎ値は、2013年6月2日と比較

して高めに出ている。これは、多摩川本川と同じような傾向が見られ、大雨によって山林の腐植有機物が

流れ込んだか又は生活排水が流れ込んだものと考えられる。しかし、「残堀川」は大雨によって大量の水

で希釈されＣＯＤＭｎ値が下がったものと考えられる。

4.2.2 電気伝導率（ＥＣ）の測定結果

2013年と2014年における多摩川本川の電気伝導率は、2013年の場合「39.平井川と多摩川合流地点」を除

いて、「1.丹波山村役場前」から「46.昭島くじら公園」の電気伝導率は5～18mS/mと低く、きれいな水質

（ＥＣとして）と言える。しかし、多摩川上流水再生センター、八王子水再生センターから下水処理水が

流入する「47.多摩大橋下」から急激に電気伝導率が上昇している。「47.多摩大橋下」～「71.丸子橋下水

処理場出口下流側」間において2013年と2014年を比較すると2014年は2013年より10～20mS/mぐらい低くなっ

ている。これは、2014年6月21日の水質調査日の前々日からの大雨で上流の無機イオンの少ない河川水で希

釈されたためと考えられる。2013年の「72.東古市場鉄塔脇」から急激に電気伝導率が立ち上がっているこ

とから海水が流入しているものと考えられる。2014年の「73.味の素川崎工場」地点は、電気伝導率が303m

S/mであることから海水が流入していると考えられる。多摩川支川における2013年と2014年の電気伝導率を

比較すると2014年の電気伝導率がわずかに低い値を示した。2014年6月21日の前々日が大雨のため河川水が

希釈されて無機イオン濃度が下がったと考えられる。

多摩川支川の平井川、残堀川や東名自動車道下湧水を除いて、20mS/m以下で良好な水質（電気伝導率と

して）と言える。

- 25 -

表4.1下水処理場における放流水のＣＯＤＭｎ※８

2012年度 24時間試験平均値

※８ 多摩川上流水再生センター、八王子水再生セン
ターの資料

下水処理場 放流水中のＣＯＤ

多摩川上流水再生センター 8 mg/L

八王子水再生センター 12 mg/L
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4.2.3 硝酸態窒素の測定結果

硝酸態窒素測定時に亜硝酸イオンが存在する場合、正の誤差を示す。そのため図2.6(p.5)のような操作

が必要です。しかし、今回は硝酸態窒素を測定する際に、亜硝酸イオン対策を行いませんでした。

図3.8が示すように「1.丹波山村役場東」～「45.八高線鉄橋下」の硝酸態窒素が0.2～1.5mg/Lとかなり

低く良好な水質（硝酸態窒素として）である。下水処理水が流入する「47.多摩大橋下」から急激に高い値

を示した。特に、2013年6月8日の「71.丸子橋下水処理出口下流側」は、図3.8に示すように硝酸態窒素が0

mg/Lであったことからアンモニウム態窒素を測定したところ5mg/Lであった。測定点の水質は還元状態にあ

り、アンモニウムイオンになっていたと考えられる。2014年6月21日の「71.丸子橋下水処理出口下流側」

は、表4.2に示すように硝酸態窒素が14.1mg/Lと大変大きな値となっ

た。アンモニウム態窒素を測定したところ6.3mg/L、亜硝酸態窒素

1.0mg/Lと高い値を示したため、この地点の水質は多少還元状態に

あるように思われる。「71.丸子橋下水処理出口下流側」への放流

水の出所を検討するために、等々力水処理センターから多摩川に

放流される全窒素を調べたところ、2012年度の平均値21mg/L、

2013年度の平均値が19mg/Lという値であり、表4.2の無機態窒素

21.4mg/Lは、等々力水処理センターからの放流水と考えれば、妥当な値と考えらる。

硝酸態窒素のデータを検証するため、表4.3に本研究による硝酸態窒素の結果と2012年度の公共機関によ

る測定結果の比較を行ってみました。その結果、各地点における本研究と公共機関の硝酸態窒素濃度は大

きくかけ離れてはいなかった。下水処理水が流入していない地点（羽村堰堤）と下水処理水が流入してい

る地点（日野橋から下流の４地点）は明確な差が出ている。

調査地点 本研究の硝酸態窒素(mg/L) 公共機関による測定結果(mg/L)※９

2013年6月2日 2014年6月22日 年平均（最小値～最大値）

羽村堰堤 0.3 0.5 年 6回測定の平均0.66(0.54～1.11)

日野橋 5.2 4.8 年12回測定の平均3.78(2.00～5.10)

多摩川原橋下 4.8 4.7 年12回測定の平均4.96(3.50～6.20)

第３京浜下 3.6 6.4 年12回測定の平均4.25(3.20～5.50)

大師橋下 1.0 3.3 年12回測定の平均1.81(0.13～3.50)

※９ 2012年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果 東京都環境局編

表4.3 本研究による硝酸態窒素の結果と

2012年度の公共機関による測定結果の比較

4.2.4 リン酸態リンの測定結果

「1.丹波山村役場東」～「46.昭和くじら公園」は、

リン酸態リン測定器（デジタルパックテスト）の測

定限界値0.03mg/L未満を示し、良好な水質（リン酸

態りんとして）である。しかし、硝酸態窒素同様、

「47.多摩川大橋下」～「75.０Ｋｍ地点羽田側」は、

東京都流域下水道、市独自の下水処理場からの下水

処理水の流入によりリン酸態リンが高い値を示して

いる。特に、「71.丸子橋下水処理出口下流側」は、2013年6月8日が0.96mg/L、2014年6月21日が0.85mg/L

と最も高い値を示した。これは、表4.4から下水処理場の全リン濃度とほぼ近い値を示すことから下水処理

水そのものと考えられる。また、等々力水処理センターから放流される2012年度の全リンの年平均は0.76

mg/L、2013年度の全リンの年平均は、0.72mg/Lである。

下水処理場 放流水中の全リン

多摩川上流水再生センター 1.1 mg/L

八王子水再生センター 1.0 mg/L

※１０ 多摩川上流水再生センター、八王子水再生センター
の資料から引用

表4.4下水処理場おける放流水の全りん※１０

2012年度 24時間試験平均値

水中の無機態窒素 窒素濃度mg/L

アンモニウム態窒素 6.3

亜硝酸窒素 1.0

硝酸態窒素 14.1

無機態窒素（合計） 21.4

表4.2「71.丸子橋下水処理出口下流側」

における無機態窒素の測定結果
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表4.5 本研究によるリン酸態リンの測定結果と

2012年度の公共機関による測定結果の比較

調査地点 本研究のリン態リン(mg/L) 公共機関による測定結果(mg/L)※１１

2013年6月2日 2014年6月22日 年平均（最小値～最大値）

羽村堰堤 0.03未満 0.03未満 年 6回測定の平均0.006(0.003～0.012)

日野橋 0.35 0.64 年12回測定の平均0.351(0.110～0.830)

多摩川原橋下 0.52 0.26 年12回測定の平均0.354(0.210～0.550)

第３京浜下 0.20 0.18 年12回測定の平均0.250(0.150～0.330)

大師橋下 0.28 0.15 年12回測定の平均0.201(0.110～0.320)

※１１ 2012年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果 東京都環境局編

５．まとめ

5.1 市民や子ども達による多摩川流域の水質状況を把握するためのシステム構築について

5.1.1 多摩川の上流～下流まで（75地点）の水質を把握するためには、どこの場所で採水した試料か

を明確にすることが重要である。また、75地点から採水する採水者が毎年同じ人とは限らないの

で、地図上で採水地点を明確に決めておくことも必要である。本研究では採水地点を指定し、そ

の採水地点の緯度・経度を決め、毎年同じ場所で採水する事にした。

5.1.2 水質測定項目

多摩川の水質汚染は、生活排水によるものが主なものと考えられる。市民や子ども達が簡単

に測定できる基本的な水質項目は、気温、水温、ＣＯＤＭｎ（有機物の指標）、電気伝導率（無機

イオンの総量の指標）、硝酸態窒素・リン酸態リン（東京湾における赤潮、青潮の原因物質）と

した。しかし、下水処理水の流入する多摩川の中、下流では亜硝酸イオンが見られ、硝酸態窒素

の測定に正の誤差を示すため図2.6のような対策が必要である。また、多摩川の中、下流では魚に

有害な亜硝酸イオン、アンモニウムイオンが存在し、亜硝酸態窒素、アンモニウム態窒素を測定

する必要があることが分かった。

5.1.3 水質測定法のテキスト作成

測定方法は、市民や子ども達に分かりやすいイラスト入りのテキスト（身近な水の調べかた）

を作成した。とくに、正確さ・精度に重点を置いたため、デジタル方式の測定器を用いることと

した。

「身近な水の調べかた」の表紙や目次などの一部を頁40～47に掲載したのでご覧ください。

5.2 2013年、2014年に多摩川一斉水質調査結果

ＣＯＤＭｎ、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リンの測定結果から「1.丹波山村役場前」～

「46.昭島くじら公園」までは、大変きれいな水質と言える。しかし、下水処理水が流入する

「47.多摩大橋下」から下流は、下水処理水による影響が大きくなる。また、電気伝導率は 無機

イオンの総量の指標となるため、地質による水質への影響、生活排水、海水の流入状況が把握で

きる。

多摩川流域一斉水質調査結果を頁30～35に掲載したので、ご覧ください。
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